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多校種間 に渡 る e ラ
ー ニ ン グ教材 の 開発 と相互 利 用 に 関する質的検討
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〈概要 〉教育学の 世界に も、従来の 量的な研究の パ ラダイム だけでな く 、 新 しい 質的研究 によ る

研究 の 必 要性が求 め られる よ うにな っ て きた 。 本研究は 、 2007年に行われた埼玉県 の 多校種間で

e ラン教材 の 開発 と相互利用の 結果、 e ラ
ー

ニ ン グ学習前後の ア ン ケ
ー

ト結果 に校種間で有意な

差が有 っ た。質問 「コ ン ピ ュ
ー

タを使 っ て こ れ か らも勉強を して み た い で すか 」 に対する生徒の

回答で 、中学校で は上が り、小学校 では下が っ た 。 こ の こ とにつ い て 、質的研究を行い
、 その 方

法に つ い て検討 を加 え るもの で ある。

＜ キ
ー

ワ ー ド＞ e ラーニ ン グ，臨床知 ， 質的研究

1 ．は じめ に

　 ノ ーマ ン ら（2000）は、1990年代 の 始めに起 き

た質的研究領城で の 転換 は 、
こ の 10年間に わた

っ て その 勢い を増 し て きたこ と示 し 、 社会学 ，

教育学 ， 人類学等 で の 研 究方法 の パ ラダイ ム が

変化 して きて い る ことを指摘 して い るが、教育
の 現場で は 、 質的研究が十分に検討 されて い る

とは 言えない
。 教育臨床の 現場 は、様 々 な課題

を抱 えて い るが、黒崎 （2006）は 、
「学校現場の

知」を得 るために、教育 の エ ス ノ グラ フ ィ
ー

に

注 目して い る 。 白石 （2003）らは、進路自己 効力

感 の 変化 を生徒に直接イ ン タ ビ ュ
ーす る こ と

で
、 変化 の 原 因を つ かむ こ とが で きた 。 現場の

教員や生徒の 多様な感想や意見か ら
一

般的な

法則 な り、 問題 点 を引き出 し 、 立証す べ き研究

の 手 がか りを得 る こ とは 、質的研 究で あれば可

能で はな い か と推察 され る 。 本研究は 、2007

年 に行われ た埼玉 県の 多校 種間 で e ラ ン教材

の 開発 と相互利用 の 結果、e ラ
ー

ニ ン グ学習前

後 の ア ン ケ
ー

ト結果 に校種間で 有意な差が有

っ た こ とか ら 、 帰納的に質的研 究の 手法 を実施

し 、 直接イ ン タ ビ ュ
ーの 可能性 を検討す る もの

で あ る 。

表 1　 小 中高別事前事後平均 と標準偏差

時期　　校種　　人数 　　平均 　　標準偏差

事前　　小学校　 125
事前　　中学校　 126

事前　　高校 　　59
事後　　小学校　 123

事後　　 中学校　126

事後　 　高校 　　64

3．39　　　0．83

2，71　　　0．99

2．53　　　0．95
3．16　　　0．91

3．24　　　0．84

2．67　　　0．99

表 2　交互作用 を加 えた分散分析表

要因　　　　平 方和 自由度 平均平方 F値

　事前事後　　 3．12

事前事後 at 小 　2．44

事前事後 at 中 13．14

事前事後 at 高　0．10

1　　3．12　　 3，73　 ＋

1　　 2．44　　 2．92　 ＋

1　　13．14　　15．70　＊＊

1　　0．10　　 1、19ns

2 ．2007年度研究結果

　表 1 は、質問 「コ ン ピ ュ
ータを使 っ て これか

らも勉強を して み た い で すか 」に対す る生徒の

回答 の 事前事後にお け る 小 学 中学高校別 の 平

均 と標 準偏差 で あ る 。 表 2 は 、2 × 3 被験者間

分散 分析 の 分散分析表に交互 作用 を加 えたも
の で ある。

　校種　　　 42．　94　 221 ，4725 ．65 ＊＊

校種 at 事前 38．83　 219 ．4223 ．20 ＊＊

校種 at 事後 17．56　 2　 8．7810 ．49 ＊＊

事前事後 x 校種 13．46　 2　 6．73　 8．04 ＊＊

誤 差　 　　 516，35617 　 0．84

全体 575．87622 ＋p〈．10 ＊p〈，05 ＊＊pく．01
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　交互作用 は 、 事前事後x校種が有意 （F （617，

2）＝ 8．04p 〈O．　Ol）で あ っ た 。 水準別誤差項に

よ る単純主 効果検定 に よる と小 学校 にお ける

事 前 事後 が 有意傾 向 （F （617 ，
1） ＝ 2．　92

0，05＜p＜0，1）。 中学校にお ける事前事後が有意

（F （617， 1）＝15．70p 〈0．01）で あっ た。高

校に お ける事前事後は 、 有意で はな か っ た 。 表

3 は 、事前事後における校種に対する LSD に

よ る 多重 比 較 の 結果 で あ る （MSe＝ 0．84，
＊

P＜．05）。

7．生 徒の e ラ
ー

ニ ン グ学習態度 に つ い て （先

生の 目か ら見た感想）　 （記述）

8．先生の e ラ
ー

ニ ン グ学習に つ い て の
、 実施

前の 期待 （記述）

9、e ラ
ー

ニ ン グを行っ た結果の 感想 （記述）

（2）直接イ ン タ ビ ュ
ー（ア ン ケー ト）

　量的分析 で 出て きた 問題点に対応する質問

をア ン ケー トの 中に取 り入れ 、 そ の 原因に つ い

て聞 い て み るや り方で ある。

表 3 − 1　校種 at 事前

小学校　〉　 中学校　 ＊

小学校　〉　高校　　 ＊

中学校　＝　高校　n ．s．

表 3 − 2 　校種 at 事後

小 学校　 ＝ 　中学校　n ．s．

小 学校　〉　高校　　 ＊

中学校 　〉 高校　　 ＊

・ア ン ケー ト質 問項 目

質問1 昨年の e ラ ン 学習後 「コ ン ピ ュ
ータ

を使 っ て こ れか らも勉強を してみ たい で す

か 」 に っ い て 、小 学校は 、 児童 の 意欲が下が

っ て い ます 。
こ の こ とに つ い て 、実際の 授業

者 と して気の 付い た こ と、特に原 因と考え ら

れ るこ とを教 え て くだ さい 。

質問2　質問1に つ い て 、指導内容 ・学習形態

か ら考 えられ る こ とを教え て くだ さい

※ 実 際の 質的デー タ及び研 究の 成果の 過程

　 に っ い て は 、 発表時に 公 表する 予定で あ る 。

3 ．方法

（1）構造化ア ン ケ
ー トの 検討

　構造化ア ン ケー トは 、量的研究で 、よ く行わ

れる手法で ある 。 量的デー
タ の 意味や解釈 を補

助する 目的で持 ちられ るが 、これが どの よ うに

差を説明で きる の か を検討す る 。

・ア ン ケー ト質問項 目

学校名 （ ）

校種 （小 ・中 ・高）

回答者名 （ ）

1．昨年貴校で e ラ
ー

ニ ン グ学習 を行 っ た 生

徒数 。

男　　女　　計

2．e ラ
L−一

　 ＝ ン グ学習 の 形態 （○ をつ けて くだ

さい ）　 （放課後 ・授業 ・特別活動 ・その 他）

3．e ラ
ー

ニ ン グを行っ た科目名

4．e ラ
ー

ニ ン グの 内容 （記述）

5．生徒の e ラーニ ン グ学習時間 （記述）

6．生徒の e ラ
ーニ ン グ経験

　 （初め て ， 2回 目 ， 3回 目 ， か な り経験 して い

る）
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